
で
は
人
口
減
少
や
急
速
な
少
子
化
に

伴
う
市
場
の
縮
小
、
都
市
部
へ
の
人

口
流
出
に
よ
る
地
域
活
力
の
低
下
が

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
経
済
の
活
性
化
、
持
続
的
な

発
展
に
は
地
域
の
将
来
を
担
う
稼
ぐ

産
業
の
育
成
と
強
化
、
若
者
を
中
心

と
す
る
雇
用
の
創
出
が
必
要
で
あ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
積
極
果
敢
な

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
挑
戦
、
省
力

化
や
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
生
産
性
向

上
、
社
会
の
ニ
ー
ズ
を
捉
え
た
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
の
変
革
な
ど
に
よ
る
付

加
価
値
の
向
上
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
赤
穂
商
工
会
議

所
に
お
い
て
は
事
業
者
の
潜
在
的
な

競
争
力
や
自
己
変
革
力
を
高
め
る
た

め
、
経
営
者
の
自
立
化
を
目
指
し
た

伴
走
型
経
営
支
援
を
展
開
し
て
お
り

ま
す
。
新
た
な
販
路
開
拓
や
新
事
業

展
開
な
ど
事
業
者
の
前
向
き
な
挑
戦

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
と
と
も
に
、
生
産

性
の
向
上
、
デ
ジ
タ
ル
化
、
賃
上
げ
、

働
き
方
改
革
、
事
業
承
継
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ

対
策
な
ど
多
様
化
・
複
雑
化
す
る
経

営
課
題
な
ど
に
対
し
て
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
機
能
を
発
揮
し
、
他
の
支
援
機

関
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
支
援
に

あ
た
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進
、
製
造
業
に
お

け
る
生
産
性
の
向
上
支
援
、
若
年
労

働
力
の
人
材
確
保
対
策
、
さ
ら
に
赤

穂
の
地
域
資
源
で
あ
る
赤
穂
産
坂
越

牡
蠣
を
赤
穂
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
あ
た
り
、
会
員
企
業
皆
様

の
益
々
の
ご
発
展
と
ご
多
幸
を
心
か

ら
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
本

年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
ご
鞭
撻
を
賜

り
ま
す
よ
う
謹
ん
で
お
願
い
申
し
上

げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

８
３
０
０
万
年
前
の
「
赤
穂
コ
ー

ル
ド
ロ
ン
」
の
中
に
で
き
た
ま
ち
、

赤
穂
市
は
、
千
種
川
の
恵
み
を
受
け

発
展
し
、
豊
か
な
自
然
、
赤
穂
義
士

や
塩
・
北
前
船
の
２
つ
の
日
本
遺
産

な
ど
数
多
く
の
観
光
資
源
を
有
し
て

お
り
、
昨
年
末
に
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文

化
遺
産
登
録
と
な
っ
た
「
伝
統
的
酒

造
り
」
の
酒
蔵
も
あ
り
ま
す
。

　

令
和
３
年
10
月
に
設
立
し
た
「
あ

こ
う
魅
力
発
信
基
地
」
は
、
観
光
振

興
だ
け
で
は
な
く
、
移
住
定
住
に
も

取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
昨
年
９
月

に
観
光
庁
の
登
録
Ｄ
Ｍ
Ｏ
に
登
録
さ

れ
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
７
月
、
２
０
５
０
年
ま

で
に
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
実
質
ゼ
ロ
を
目

指
し
て
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣

言
」
を
行
い
、
昨
年
６
月
、
赤
穂
下

水
管
理
セ
ン
タ
ー
の
消
化
ガ
ス
発
電

事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。
ま
た
、
産

業
分
野
に
お
け
る
脱
炭
素
化
を
推
進

す
る
た
め
、
４
月
か
ら
、
脱
炭
素
に

資
す
る
設
備
投
資
に
対
す
る
奨
励
金

制
度
を
設
け
、
事
業
者
の
取
組
を
後

押
し
し
て
い
き
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
よ
り
整
備
を
進
め
て

き
た
新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、
９

月
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
に
安
全
で
安

心
な
給
食
を
提
供
す
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。

　

今
後
も
、
学
校
給
食
費
の
無
償
化

を
は
じ
め
、
病
児
病
後
児
保
育
、
産

後
ケ
ア
事
業
の
拡
充
、
不
妊
治
療
の

支
援
な
ど
、
さ
ら
な
る
子
育
て
支
援

や
少
子
化
対
策
の
充
実
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　

姫
路
市
と
共
催
し
て
い
る
ル
・
ポ

ン
国
際
音
楽
祭
は
、
本
市
で
の
開
催

は
、
４
日
間
と
な
り
ま
す
。
昨
年
は
、

子
ど
も
た
ち
に
初
め
て
ゲ
ネ
プ
ロ
の

様
子
を
鑑
賞
し
て
も
ら
い
、
音
楽
祭

の
魅
力
を
肌
で
感
じ
取
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
今
年
は
さ
ら
に
充
実

し
た
も
の
に
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

阪
神
淡
路
大
震
災
か
ら
30
年
と
な

り
ま
す
。
昨
年
８
月
に
は
、
南
海
ト

ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
（
巨
大
地
震
注

意
）
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。
自
然
災

害
は
全
国
各
地
で
激
甚
化
、
頻
発
化

し
て
お
り
、
防
災
・
減
災
対
策
に
取

り
組
み
、
市
民
の
皆
様
の
安
全
安
心

の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

赤
穂
市
も
、
人
口
減
少
や
少
子
高

齢
化
な
ど
様
々
な
課
題
に
直
面
し
て

お
り
ま
す
が
、
市
民
の
皆
様
と
心
を

合
わ
せ
、
総
合
計
画
に
掲
げ
る
「
自

然
と
歴
史
に
育
ま
れ　

笑
顔
と
希
望

あ
ふ
れ
る　

活
力
の
あ
る
ま
ち
」
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
の
で
、
引

き
続
き
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

結
び
に
、
皆
様
の
今
後
益
々
の
ご

健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
ご
祈
念
申

し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
７
年
の
新
春
を
迎
え
謹
ん
で

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
事
業
の
繁

栄
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
、
平
素
か
ら
商

工
会
議
所
の
運
営
に
ご
支
援
ご
協
力

を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
か
ら
脱

し
た
我
が
国
経
済
は
、
堅
調
な
設
備

投
資
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
の
増
加

な
ど
に
よ
り
緩
や
か
な
持
ち
直
し
の

動
き
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、
ロ
シ

ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
紛
争
の
長
期
化
、

中
東
問
題
を
は
じ
め
と
す
る
国
際
情

勢
の
不
透
明
感
が
増
す
中
で
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
価
格
の
上
昇
、
原
材
料
価
格

高
騰
等
の
コ
ス
ト
負
担
の
増
加
、
深

刻
化
す
る
人
手
不
足
な
ど
、
企
業
経

営
に
お
い
て
多
く
の
課
題
が
山
積
し
、

特
に
中
小
・
小
規
事
業
者
に
と
っ
て

は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
が
続
い

て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
地
方
都
市

事
業
者
の
新
た
な

�

挑
戦
を
支
援

赤穂商工会議所
会頭 目木 敏彦

赤穂市長

牟礼 正稔

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
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表彰状授与

代表謝辞

表彰された皆さん

セミナーの様子

第二部　講師の宮内氏

　

当
所
で
は
、
11
月
25
日
に
赤
穂
ロ

イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
で
令
和
６
年
度
優
良

従
業
員
表
彰
式
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
目
木
会
頭
よ
り
式
辞

が
述
べ
ら
れ
、
被
表
彰
者
に
表
彰
状

と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
来
賓
の
方
々
を
代
表
し

て
牟
礼
赤
穂
市
長
、
城
下
西
播
磨
県

民
局
長
よ
り
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
後
、

被
表
彰
者
を
代
表
し
て
森
田　

敏
治

さ
ん
（
タ
テ
ホ
化
学
工
業
㈱
）
よ
り

謝
辞
が
述
べ
ら
れ
、
目
木
会
頭
よ
り

花
束
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
さ
れ
た
皆
様
、
誠
に
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
回
表
彰
さ
れ
た
の
は
、
次
の

方
々
で
す
。（
敬
称
略
、
順
不
同
）

44
名
を
表
彰

�

優
良
従
業
員
表
彰
式
を
開
催

▼
勤
続
40
年
以
上

　

 

森
田　

敏
治
・
筒
井　

卓
己
・
山

田　

一
男
・
山
下　

純
一
・
突
々

公
也
（
タ
テ
ホ
化
学
工
業
㈱
）、

竹
中　

裕
巳
（
ロ
ザ
イ
工
業
㈱
赤

穂
工
場
）

▼
勤
続
30
年
以
上

　

 

阿
賀　

健
二
・
三
宅　

良
治
（
太

陽
鉱
工
㈱
赤
穂
工
場
）、
加
藤　

雅
樹
（
大
木
産
業
㈱
）、
中
村　

安
利
（
ロ
ザ
イ
工
業
㈱
赤
穂
工

場
）、
元
川　

崇
（
㈱
船
曳
商
店
）

▼
勤
続
20
年
以
上

　

 

中
尾　

仁
（
富
士
フ
イ
ル
ム
和
光

純
薬
㈱
播
磨
工
場
）、
城
尾　

政

人
・
猿
田　

哲
也
（
㈱
目
木
組
）、

森
下　

秀
樹
（
㈱
木
戸
組
）、
植

　

赤
穂
経
営
者
協
会　

事
務
担
当
者

会
で
は
11
月
20
日
に
赤
穂
商
工
会
館

に
て
、
多
様
な
働
き
方
と
処
遇
改
善

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
会
員
、
西
播

磨
地
域
雇
用
対
策
会
議
メ
ン
バ
ー
、

兵
庫
県
経
営
者
協
会
よ
り
39
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

第
一
部
で
は
、
赤
木
英
幸
氏
（
兵

庫
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等
部　

指

導
課　

課
長
補
佐
）
よ
り
「
賃
金
引

上
げ
に
向
け
た
支
援
施
策
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
講
話
頂
き
、
正
社
員
と
非

正
規
雇
用
労
働
者
が
均
等
の
と
れ
た

待
遇
の
実
現
を
図
る
た
め
の
取
組
や

状
況
に
つ
い
て
ご
説
明
頂
き
ま
し
た
。

　

第
二
部
で
は
、
宮
内
雅
也
氏
（
人

事
労
務
倶
楽
部　

代
表
）
よ
り
「
多

田　

典
子
・
石
野　

雅
通
・
中

谷　

利
麻
・
竹
本　

佳
代
子
・
長

岡　

義
明
・
丸
山　

浩
司
・
長
田　

隆
子
・
吉
本　

毅
・
中
山　

厚
志
・

松
林　

聡
・
新
井　

杏
子
・
片

山　

裕
子
・
起
塚　

未
希
子
・
今

井　

慎
也
（
赤
穂
化
成
㈱
）、
河

原　

知
子
・
中
川　

哲
也
・
甘
中　

基
文
（
㈱
横
山
サ
ポ
ー
ト
テ
ッ

ク
）、
粟
井　

康
之
・
勝
谷　

則

雄
（
ロ
ザ
イ
工
業
㈱
赤
穂
工
場
）、

大
田　

政
彦
（
㈱
船
曳
商
店
）

▼
勤
続
10
年
以
上

　

 

富
田　

敏
夫
（
㈱
横
山
サ
ポ
ー
ト

テ
ッ
ク
）、
朝
日　

偉
有
紀
（
㈾

安
部
鉄
工
）、
西
川　

毅
彦
・
松

岡　

友
紀
（
ロ
ザ
イ
工
業
㈱
赤
穂

工
場
）、
藤
本　

秀
一
（
㈱
木
戸

組
）、
西
川　

加
代
（
㈱
船
曳
商

店
）、藤
本　

芳
輝
・
大
西　

彩（
髙

木
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
㈱
）、
今

宮　

学
（
千
種
建
設
㈱
）

赤
穂
経
営
者
協
会
　
事
務
担
当
者
会

多
様
な
働
き
方
と
処
遇
改
善
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

様
な
働
き
方
を
め
ぐ
る
最
近
の
判

例
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
講
話
頂
き
、

職
種
限
定
社
員
に
対
す
る
配
転
命
令

に
つ
い
て
の
判
例
や
労
働
時
間
を
算

出
し
難
い
時
に
つ
い
て
の
判
例
に
対

す
る
最
高
裁
の
判
断
に
つ
い
て
ご
説

明
頂
き
ま
し
た
。

　

第
三
部
で
は
、
門
脇
弘
朋
氏
（
ア

ス
カ
カ
ン
パ
ニ
ー
㈱　

取
締
役
管
理

本
部
長
）よ
り「
ア
ス
カ
カ
ン
パ
ニ
ー

の
『
働
き
方
改
革
』
に
つ
い
て
事
例

紹
介
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
講
話
頂
き
、

同
社
が
働
き
方
改
革
で
こ
れ
ま
で
取

組
ま
れ
て
き
た
こ
と
や
、
マ
ル
チ
タ

ス
ク
の
推
進
に
つ
い
て
ご
説
明
頂
き
、

参
加
者
に
と
っ
て
充
実
し
た
研
究
会

と
な
り
ま
し
た
。
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　令和５年１０月にインボイス制度が開始され、１年が経過しました。開始前には想定していなかっ
たような問題に遭遇された方もいらっしゃるのではないでしょうか。本講座は令和６年１０月収録
で、現場で起きやすい問題点の解説も入った最新の講座になっています。ぜひ、振り返りとしてご
確認ください。（前田）
タイトル　「改めて確認しましょう！インボイス制度講習会」

検索窓に「インボイス」を入力して検索！

HPのバナーをクリック！
スマートフォンなどはこちら

赤穂商工会議所　お薦めメニュー
WWEBEBセミナー

赤穂商工会議所のホームページから無料でセミナーがご覧いただけます
https://www2.memenet.or.jp/ako-cci/

ID：k1797 PW：2727

経営
の

ポイント！

日　時　　令和７年３月３日（月）・４日（火）
　　　　　両日とも１０：００～１６：００
内　容　　決算及び消費税申告相談
場　所　　赤穂商工会館　３階　大研修室
相談員　　税理士（近畿税理士会相生支部所属）
持参品　　＜決算申告相談の方＞
　　　　　 決算書・申告書〔Ｒ６年分・Ｒ５年

分控え〕各種控除証明書、各種帳簿・
月別集計表、社会保険の支払証明書　
など

　　　　　＜消費税申告相談の方＞
　　　　　 消費税申告書〔Ｒ６年分・Ｒ５年分

控え〕Ｒ６年分・Ｒ４年分決算書、
各種帳簿　など

問合せ　　赤穂商工会議所　
　　　　　TEL 43-2727　FAX 45-2101

事業主の皆様へ
確定申告の準備はお早めにお済ませ下さい

税理士による
無料個別相談会を開催
決算・消費税申告相談会

講師　中
なかの

野　雅
まさし

至�氏
　　　　神戸学院大学 現代社会部
　　　　現代社会学科教授

日　時　　令和７年２月５日（水）
　　　　　１４：００～１５：３０
場　所　　赤穂商工会館４階　大ホール
定　員　　１００名
参加料　　無　料
申　込　　 赤穂商工会議所まで
　　　　　もしくは QR コードから
　　　　　お申込み下さい。

問合せ　　赤穂商工会議所まで
　　　　　ＴＥＬ　４３－２７２７
　　　　　ＦＡＸ　４５－２１０１

　テレビ番組のコメンテーターとしてお馴染み
の神戸学院大学教授である中野雅至をお迎えし
て、今後の景気見通しや物価と賃金、労働力の
減少など現代の日本が抱える様々な問題と対応
策について解説していただきます。

新春経済講演会
今後の景気見通しと企業経営

申込フォーム
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専務理事　福井　明彦
赤穂商工会議所

副会頭　寺田　眞康
寺田産業㈱

副会頭　小林　洋介
ロザイ工業㈱

副会頭　梅本　弘幸
梅本電機設備㈱

会頭　目木　敏彦
㈱目木組

謹 

賀 

新 

年

　
　
新
春
を
迎
え
　
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
と

　
　
　
　
　
　
　
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
役
員
議
員
一
同

常議員　前田　邦稔
前田石油㈱

常議員　松村　浩二
品川リフラクトリーズ㈱
赤穂工場　　　　　　　

常議員　池上　幸志
赤穂化成㈱

常議員　大木　善夫
大木産業㈱

常議員　桃井　一光
桃井製網㈱

常議員　寒川　修次
㈱かん川本舗

常議員　久田　知之
㈱日本海水赤穂工場

常議員　高浜　準人
タテホ化学工業㈱

常議員　大橋　博
住友大阪セメント㈱
赤穂工場　　　　　

常議員　安原　浩一
アース製薬㈱

常議員　成世　敏昭
㈱銀波荘

常議員　西川　英也
赤穂神姫タクシー㈱

常議員　田口　健志
㈱みなと銀行赤穂支店

常議員　永田　裕之
㈱中国銀行赤穂支店

常議員　船曳　敬二
㈱船曳商店

常議員　東野　雅弘
㈱Ｄ・Ｓあさひ

常議員　杉山　匡行
㈱杉山サッシ硝子

監事　藤原　康正
備前日生信用金庫
赤穂支店　　　　

常議員　鞠　信弘
太陽鉱工㈱赤穂工場

常議員　寒川　尚樹
㈱総本家かん川

常議員　杉本　隆史
関西電力㈱赤穂発電所

常議員　藤田　隆夫
㈱フジタ

常議員　末永　節生
ハヤシ アグロサイエンス㈱

常議員　原　清
㈱原鉄工所

議員　宮﨑　雅則
㈱吉野工業所赤穂工場

議員　大隅　正則
三菱電機㈱系統変電シ
ステム製作所赤穂工場

議員　阪本　一徳
富士フイルム和光純薬㈱
播磨工場　　　　　　　

議員　田川　晋一郎
黒崎播磨㈱赤穂工場

議員　中野　圭介
兵庫信用金庫赤穂支店

監事　備生　康之
㈱備生本店

監事　亀井　義明
㈱亀井産業

赤穂商工会議所会報 4



議員　内波　靖昌
高井メンテナンス㈲

議員　深井　光浩
特定医療法人千水会
赤穂仁泉病院　　　

議員　秋田　治男
赤穂速算会

議員　瀨尾　和義
瀨尾種苗園

議員　吉井　祥二
㈲三晃商事　祥吉

議員　山野　正人
㈱ヤマノデンキ

議員　橋本　太志
㈱ジョイハシモト

議員　岩井　一雄
姫路信用金庫赤穂支店

議員　間鍋　雄樹
㈱アコオ機工

議員　福浦　真介
福浦事務所

議員　石原　将司
㈱潮見堂本店

議員　下福　基裕
㈱トマト銀行赤穂支店

議員　関　鎭明
㈱関工務店

議員　横山　淳平
㈱横山サポートテック

議員　金　博清
あかつき証券㈱赤穂支店

議員　濱田　貴行
アース環境サービス㈱
赤穂営業所　　　　　

議員　谷口　千尋
ジオマテック㈱
赤穂工場　　　

議員　赤松　豊
東洋紙業㈾

議員　森　篤英
ユニチカ㈱坂越事業所

議員　三和　幸晴
DSL. ジャパン㈱
赤穂工場 　　　

議員　湊　四郎
㈲みなと保険企画

議員　飯尾　義明
赤穂大石神社

議員　田原　正訓
㈱田原文具センター

議員　柴田　敏之
イオンリテール㈱
イオン赤穂店　　

議員　奥藤　利文
奥藤商事㈱

議員　吉川　周仁
正同化学工業㈱
赤穂工場　　　

議員　高森　進
タカモリヘアーチェン

議員　前川　勇人
前川農産

本年も会員事業所の皆様とともに
地域経済の活性化に力を尽くして参りますので
何卒宜しくお願い申し上げます　　職員一同

事務局次長
　中小企業相談所長
　　　　　　　真殿　秀紀

【中小企業相談所】
　経営指導員　籔中　智章
　経営指導員　前田　佳祐
　経営支援員　前川　真友美
　　　　　　　池田　実央

【総務課】
　総 務 課 長　永野　泰人
　課 長 補 佐　杉本　直也
　　　　　　　谷口　愛実
　　　　　　　吉栖　眞弓
　　　　　　　大池　幸織

議員　大橋　伸夫
赤穂あらなみ塩㈱

議員　岡本　康秀
㈱岡本鉄工所

議員　根本　勲
㈱ＭＯＲＥＳＣＯ
赤穂工場　　　　

議員　北条　親央
西日本電信電話㈱　　　　
兵庫支店　ビジネス営業部

議員　鬼澤　敦史
高周波熱錬㈱赤穂工場

議員　米田　和生
㈱赤穂合同魚市場

議員　小野　孝幸
千種建設㈱

議員　野村　隆之
㈲エクセル
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赤
穂
経
営
者
協
会�

定
例
会
議
を
開
催

㈱
横
山
サ
ポ
ー
ト
テ
ッ
ク
を
見
学

環
境
衛
生
・
モ
ノ
づ
く
り
委
員
会

現場見学の様子 ㈱Ｔ＆Ｔ　前田氏 NIRO　箙氏

　

赤
穂
経
営
者
協
会
（
小
林
洋
介
会

長　

ロ
ザ
イ
工
業
㈱
）
で
は
11
月
11

日
に
赤
穂
商
工
会
館
に
て
、
定
例
会

議
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

公
益
財
団
法
人
新
産
業
創
造
研
究

機
構
（
Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
）
の
箙　

一
之
氏

と
㈱
Ｔ
＆
Ｔ
の
前
田　

稔
朗
氏
・
中

田　

耀
介
氏
を
講
師
に
迎
え
、
ド

ロ
ー
ン
産
業
の
可
能
性
に
つ
い
て

様
々
な
業
種
の
活
用
事
例
を
も
と
に

ご
説
明
頂
い
た
後
、
実
際
に
ド
ロ
ー

ン
の
飛
行
操
作
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

当
所
で
は
、
11
月
26
日
に
環
境
衛

生
・
も
の
づ
く
り
委
員
会
の
会
員
企

業
見
学
会
を
㈱
横
山
サ
ポ
ー
ト
テ
ッ

ク
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

環
境
問
題
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組

み
が
企
業
活
動
に
お
い
て
重
要
視
さ

れ
る
中
、
産
業
廃
棄
物
処
理
の
現
場

を
見
学
し
、
地
域
社
会
や
企
業
が
果

た
す
べ
き
役
割
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
る
た
め
に
実
施
。
は
じ
め
に
同
社

の
産
業
廃
棄
物
の
処
理
方
法
、
最
近

問
題
に
な
っ
て
い
る
ピ
ー
フ
ァ
ス
と

い
っ
た
廃
棄
物
な
ど
の
説
明
を
受
け

た
後
、
施
設
内
の
中
間
処
理
の
現
場

を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

優勝は小林さん優勝は小林さん
親善ゴルフ大会を開催親善ゴルフ大会を開催

赤穂経営者協会　事務担当者会赤穂経営者協会　事務担当者会
労務研究会を開催労務研究会を開催

　

赤
穂
経
営
者
協
会
事
務
担
当

者
会
で
は
、
12
月
５
日
に
労
務

研
究
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
師
に
齋　

有
希
子
氏

　

当
所
で
は
11
月
23
日
、
赤
穂
カ

ン
ツ
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
て
親
善
ゴ
ル

フ
大
会
を
開
催
。
初
冬
の
青
空
の

元
で
参
加
者
77
名
は
プ
レ
ー
を
楽

し
み
、
互
い
の
親
睦
を
深
め
ま
し

た
。

　

プ
レ
ー
終
了
後
成
績
発
表
を
行

い
、
個
人
の
部
は
小
林
寛
史
さ
ん

（
小
林
工
芸
）、
ま
た
各
組
上
位
３

名
の
ネ
ッ
ト
ス
コ
ア
合
計
に
よ
る

団
体
戦
は
、
目
木
会
頭
（
商
工
会

議
所
）・
小
林
寛
史
さ
ん
（
小
林

工
芸
）・
神
園
卓
三
さ
ん
（
㈲
神

園
電
気
工
業
所
）・
亀
井
義
明
さ

ん
（
㈱
亀
井
産
業
）
の
組
が
優
勝

し
ま
し
た
。

（
ア
ー
ス
製
薬
㈱
本
社　

人

事
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
部
ウ
ェ
ル

ビ
ー
イ
ン
グ
課
長
）
を
お
招
き

し
、「
ア
ー
ス
製
薬
の
ス
ポ
ー

ツ
エ
ー
ル
カ
ン
パ
ニ
ー
の
認
定

事
例
と
健
康
経
営
」
と
題
し
て
、

ア
ー
ス
製
薬
の
健
康
経
営
に
つ

い
て
の
現
状
や
取
り
組
み
、
従

業
員
の
健
康
増
進
の
た
め
に
ス

労務研究会の様子

講師の齋氏

個人戦優勝の小林寛史さん

団体戦優勝チームのみなさん

ポ
ー
ツ
活
動
を
実
践
す
る
ポ
イ

ン
ト
な
ど
ご
説
明
い
た
だ
き
ま

し
た
。　
　

　

引
き
続
き
、
岸
本　

年
正

氏
（
赤
穂
市
教
育
委
員
会　

ス

ポ
ー
ツ
推
進
課
長
）
か
ら
「
赤

穂
市
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
と
勤
労

者
へ
の
健
康
増
進
の
取
り
組

み
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
講
話
頂

き
、
赤
穂
市
の
ス
ポ
ー
ツ
が
行

わ
れ
て
い
る
施
設
や
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
関
連

事
業
の
現
状
、
今
後
の
勤
労
者

の
健
康
増
進
に
向
け
た
取
り
組

み
に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
だ
き

ま
し
た
。
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セミナーの様子日本政策金融公庫　上田氏

　

当
所
で
は
12
月
４
日
に
村
上　

知

也
氏
（
㈱
に
ぎ
わ
い
研
究
所　

代
表

　

当
所
で
は
、
12
月
３
日
に
当
所
職

員
と
金
融
機
関
職
員
の
情
報
交
換
を

目
的
と
し
た
経
営
研
究
会
を
開
催
し

取
締
役
）
を
講
師
に
迎
え
「
ビ
ジ
ネ

ス
に
役
立
つ
！
生
成
Ａ
Ｉ
活
用
セ
ミ

ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

昨
今
の
生
成
Ａ
Ｉ
の
進
化
の
現
状

と
活
用
事
例
に
つ
い
て
説
明
し
て
頂

い
た
後
、
各
生
成
Ａ
Ｉ
の
特
徴
に
つ

い
て
実
際
の
作
業
画
面
を
交
え
紹
介

し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

生
成
Ａ
Ｉ
の
メ
リ
ッ
ト
だ
け
で
は

な
く
、
使
用
時
の
注
意
点
や
デ
メ

リ
ッ
ト
に
つ
い
て
も
改
め
て
学
べ
る

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

ま
し
た
。
今
回
は
兵
庫
信
用
金
庫
赤

穂
支
店
の
担
当
者
よ
り
、
各
種
補
助

金
の
活
用
や
事
業
計
画
作
成
支
援
、

上
場
企
業
へ
の
売
込
み
を
図
る
ビ
ジ

ネ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
用
等
の
支
援

に
つ
い
て
ご
紹
介
頂
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ゲ
ス
ト
と
し
て
日
本
政
策

金
融
公
庫
姫
路
支
店　

上
田
和
樹
氏

（
融
資
第
二
課
長
）
を
招
き
、
現
在

の
景
気
動
向
や
外
国
人
雇
用
の
状
況
、

海
外
輸
出
を
支
援
す
る
ト
ラ
イ
ア
ル

輸
出
の
取
組
に
つ
い
て
お
話
し
頂
き

ま
し
た
。

ビ
ジ
ネ
ス
に
役
立
つ
！

ビ
ジ
ネ
ス
に
役
立
つ
！

生
成
Ａ
Ｉ
活
用
セ
ミ
ナ
ー
開
催

生
成
Ａ
Ｉ
活
用
セ
ミ
ナ
ー
開
催

商
工
会
議
所
経
営
指
導
員
と
金
融
機
関
職
員
と
の

商
工
会
議
所
経
営
指
導
員
と
金
融
機
関
職
員
と
の

経
営
研
究
会
を
開
催

経
営
研
究
会
を
開
催

賃上げに取り組む経営者の皆様へ
＜適用期間：令和 6年 4月 1日から令和 9年 3月 31日までの間に開始する各事業年度＞

（個人事業主は、令和 7 年から令和 9 年までの各年が対象）

中小企業向け賃上げ促進税制とは、中小企業等が、全雇用者への給与等支給額を前事業年度と比べて増
加させた場合に、その増加額の一部を法人税（個人事業主は所得税）から税額控除できる制度です。

要件を満たす賃上げを実施した年度に控除しきれなかった金額の５年間の繰越しが可能

「中小企業向け賃上げ促進税制」の概要　　※別に全企業向け、中堅企業向け制度もあります。

内　　容 税額控除率

要件
全雇用者の給与等支給額が前年度と比べて、＋１. ５％以上増加 １５％ 

全雇用者の給与等支給額が前年度と比べて、＋２. ５％以上増加 ３０％

上乗せ措置①
（教育訓練費）※ 1 教育訓練費の額が前年度と比べて＋５％以上増加 税額控除を

１０％上乗せ

上乗せ措置②
（両立支援等）※ 2 「くるみん以上」または「えるぼし二段階目以上」の認定を受けた企業 税額控除を

５％上乗せ

※ 1　 教育訓練費の上乗せ要件は、適用事業年度の教育訓練費の額が適用事業年度の全雇用者に対する給与等支給額の
0.05％以上である場合に限り、適用可能。

※ 2   プラチナくるみん認定、プラチナくるみんプラス認定及びプラチナえるぼし認定については、適用事業年度終了の
日において認定を取得している場合、くるみん認定、くるみんプラス認定及びえるぼし認定（二段階目～三段階目）
については、適用事業年度中に認定を取得した場合が対象。ただし、くるみん認定及びくるみんプラス認定につい
ては、令和４年４月１日以降の基準を満たしたくるみん認定を取得した場合に限り、適用可能。

制度に関する
省庁のHP
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赤
穂
市
外
・
兵
庫
県
外
か
ら
の
交

流
人
口
を
増
や
す
目
的
で
、
赤
穂
の

冬
の
味
覚
「
牡
蠣
」
料
理
を
提
供
す

る
店
舗
を
ま
と
め
た
「
赤
穂
産
牡
蠣

の
味
め
ぐ
り
」
を
作
成
し
て
今
年
で

14
年
目
と
な
り
ま
し
た
。

　

様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
飲
食
店
が
参

加
し
過
去
最
多
と
な
る
55
店
舗
の
紹

介
と
、
各
店
舗
工
夫
が
凝
ら
れ
た
自

慢
の
牡
蠣
料
理
を
写
真
付
き
で
掲
載

し
た
Ｂ
５
サ
イ
ズ
の
冊
子
を
作
成
し
、

高
速
道
路
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
、
県

内
の
道
の
駅
、
掲
載
店
舗
、
市
内
観

光
関
連
施
設
等
に
設
置
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
ご
当
地
グ
ル
メ
と
し
て

推
進
し
て
い
る
「
殻
を
は
ず
し
て
む

き
身
を
焼
く
」
と
い
う
調
理
法
で
各

店
舗
独
自
の
味
付
け
を
し
た
カ
キ
の

ぷ
り
ぷ
り
ス
テ
ー
キ
『
カ
キ
の
ぷ
り赤穂産牡蠣の味めぐり冊子

看板設置中

２
０
２
４
年
度
兵
庫
県
地
域
経
済
再
生
支
援
事
業

「
赤
穂
産
牡
蠣
の
味
め
ぐ
り
」
開
催
中

「
赤
穂
産
牡
蠣
の
味
め
ぐ
り
」
開
催
中

テ
キ
』
は
９
年
目
を
迎
え
、
22
店
舗

に
て
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
播
州
赤
穂
駅
に
Ｐ
Ｒ
用

の
看
板
と
の
ぼ
り
を
設
置
し
、
電
車

で
赤
穂
を
訪
れ
た
観
光
客
の
方
向
け

に
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
も
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
の

ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
投
稿
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

と
、店
頭
の
Ｐ
Ｏ
Ｐ
か
ら
二
次
元
コ
ー

ド
を
読
み
取
っ
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に

回
答
す
る
と
応
募
で
き
る
抽
選
企

画
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
合
計
で
30

名
様
に
牡
蠣
の
セ
ッ
ト
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
応
募
下
さ
い
。

（
応
募
期
間
：
令
和
７
年
２
月
28
日

ま
で
）
詳
細
に
つ
い
て
は
左
記
の
お

問
い
合
わ
せ
か
、Ｈ
Ｐ
を
御
覧
下
さ
い
。

お
問
合
せ

赤
穂
商
工
会
議
所

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

43
‐
２
７
２
７

牡
蠣
の
味
め
ぐ
り
Ｈ
Ｐ

https://akokaki.jim
do.com

/

＜基本料金＞
１回につき１５，０００円（税込）
※ 年６回・１年（１２回）ご利用の場合割引

あり

＜サービス活用例＞
自社ＰＲ・事業内容のご案内
新商品・新サービスのご案内
各種宴会プラン・イベント・セミナー・講座
のご案内

申込・問合せは、赤穂商工会議所まで
ＴＥＬ：４３－２７２７

チラシ
同封サービスの
ご案内

経営
の

ポイント！

毎月１回、当所で発行している会報に貴
社のチラシを同封して、約１，０００の会
員事業所へお届けします。

みなさんお気軽にお越し下さい！
中小企業相談所
１月定例相談会のご案内【相談無料・秘密厳守】

日時 内　容 相談員 会　場

1/21
（火）
13時

～

16 時

金融相談 日本政策金融公庫
（国民生活担当） 赤穂商工会館

３Ｆ大研修室
パソコン相談 当所職員

創業・経営相談 当所職員 赤穂商工会館
１Ｆ相談室

２月経営何でも相談会のご案内【相談無料・秘密厳守】

日時 内　容 相談員 会　場

2/18
（火）
13時

～

16 時

労務・
社会保険相談 社会保険労務士 赤穂商工会館

３Ｆ研修室

金融相談 日本政策金融公庫
（国民生活担当） 赤穂商工会館

３Ｆ大研修室
パソコン相談 当所職員

創業・経営相談 当所職員 赤穂商工会館
１Ｆ相談室

・お申込・お問合せは赤穂商工会議所まで� （TEL�43－2727）
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